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(57)【要約】
　毛髪トリートメント製品を毛髪に適用するための毛髪
トリートメントアプリケータ（１）が提供される。アプ
リケータは、
　第１の端部と第２の端部とを含むハンドル（２）と、
　前記毛髪トリートメント製品を受け入れ、保持し、広
げるための第１の保持構造体（３ａ）及び第２の保持構
造体（３ｂ）であって、前記ハンドルに接続された第１
の保持構造体（３ａ）及び第２の保持構造体（３ｂ）と
を備える。前記第１の保持構造体及び前記第２の保持構
造体は、それぞれ前記第１の端部及び前記第２の端部に
位置し、前記保持構造体は互いに異なる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　毛髪トリートメント製品を毛髪に適用するための毛髪トリートメントアプリケータ（１
）であって、
　第１の端部と第２の端部とを含むハンドル（２）と、
　前記毛髪トリートメント製品を受け入れ、保持し、広げるための第１の保持構造体（３
ａ）及び第２の保持構造体（３ｂ）であって、前記ハンドルに接続された第１の保持構造
体（３ａ）及び第２の保持構造体（３ｂ）と
を備えた毛髪トリートメントアプリケータ（１）において、
　前記第１の保持構造体及び前記第２の保持構造体は、それぞれ前記第１の端部及び前記
第２の端部に位置し、前記第１の保持構造体及び前記第２の保持構造体は互いに異なるこ
とを特徴とする、毛髪トリートメントアプリケータ。
【請求項２】
　前記第１の保持構造体及び前記第２の保持構造体の一方は、２つのヘッド（４ａ、４ｂ
）を含む、請求項１に記載の毛髪トリートメントアプリケータ。
【請求項３】
　前記第１の保持構造体及び前記第２の保持構造体の他方は、１つのヘッド（５）を含む
、請求項２に記載の毛髪トリートメントアプリケータ。
【請求項４】
　前記第１の保持構造体及び前記第２の保持構造体のうちの少なくとも１つの保持構造体
は、歯（６）を含む、請求項１～３のいずれか一項に記載の毛髪トリートメントアプリケ
ータ。
【請求項５】
　前記歯を含む前記保持構造体は、少なくとも１つのバッフル（７）を更に含む、請求項
４に記載の毛髪トリートメントアプリケータ。
【請求項６】
　前記歯は、前記歯の長手軸（Ａ１）に平行である面（Ｐ）の横断面において、前記ヘッ
ドの中央の面（Ｐ’）に向かってくぼんでいる表面を有する、請求項４に記載の毛髪トリ
ートメントアプリケータ。
【請求項７】
　前記第１の保持構造体及び前記第２の保持構造体は、略反対であると共に前記ハンドル
の長手軸（Ａ２）に対して垂直である方向（Ｄ１、Ｄ２）を向いている、請求項１～６の
いずれか一項に記載の毛髪トリートメントアプリケータ。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか一項に記載の毛髪トリートメントアプリケータと、
　毛髪トリートメント製品と
を含むキットオブパーツ。
【請求項９】
　毛髪トリートメント製品及び請求項１～７のいずれか一項に記載の毛髪トリートメント
アプリケータで毛髪を処理する方法であって、
　前記毛髪トリートメントアプリケータを前記ハンドルで保持して、前記毛髪トリートメ
ント製品を前記第１の保持構造体及び前記第２の保持構造体のうちの少なくとも１つの保
持構造体に適用する工程と、
　その後、前記保持構造体を毛髪の選択された１つ又は複数のストランドに適用する工程
と
を含む方法。
【請求項１０】
　前記毛髪トリートメントアプリケータを前記ハンドルで保持して、前記毛髪トリートメ
ント製品を他方の保持構造体に適用する工程と、
　その後、前記他方の保持構造体を毛髪の別の選択されたストランドに適用する工程と
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を更なる後続の工程として含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記毛髪トリートメント製品は、毛髪着色製品、又は毛髪の選択されたストランドの漂
白のための製品である、請求項８に記載のキットオブパーツ、又は請求項９及び１０に記
載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、毛髪トリートメント装置に関する。より詳しくは、本発明は、例えば染毛剤
、又は好ましくは毛髪の選択されたストランドの漂白のための製品などの、毛髪トリート
メント製品を適用するためのアプリケータに関する。
【背景技術】
【０００２】
　毛髪トリートメント製品を毛髪に適用するためのアプリケータは、既知である。典型的
には、２タイプのアプリケータがある。既知のアプリケータの第１のタイプは、ハンドル
と、該ハンドルに接続している保持構造体とを備える。この設計において、該構造体は、
該毛髪トリートメント製品を受け入れ、保持し、広げるためのものであり、一般的に一連
の歯から成る。このようなアプリケータは、米国特許第６，０７９，４２０号、米国特許
第６，１４２，１５７号、及びより近年には米国特許第２００４／００６５３３８号に開
示されている。これらのアプリケータは全て、所定の配置の歯を含む保持構造体を有する
。歯を有するこのようなアプリケータは、毛根から毛髪の先端まで、及び／又はストラン
ドごとに、一貫した結果をもたらす。しかしながら、毛髪の異なる領域が、異なる適用パ
ターンを必要とすることがあるのに対し、歯を有するこのようなアプリケータは、毛髪ト
リートメント製品の適用パターンに関して柔軟性をほとんど、又は全く提供しない。第２
のタイプのアプリケータは、歯の代わりに剛毛を有するブラシを含む。剛毛を有するこの
ようなアプリケータは、求められる柔軟性を提供するが、根から先端まで、又はストラン
ドごとの一貫した結果をもたらさない。それ故に、現在これら両方の必要性を満たすアプ
リケータ設計はない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　したがって、本発明の目的は、これらの欠点に対処するアプリケータを提供することで
ある。特に、本発明の目的は、毛髪トリートメント製品の適用パターンにおいていくらか
の柔軟性を可能にし、特定のパターンが選択されたら毛髪トリートメント製品の一貫した
適用を確実にする、毛髪トリートメント製品のためのアプリケータを提供することである
。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の最も広い実施形態では、本発明は、毛髪トリートメント製品を毛髪に適用する
ための毛髪トリートメントアプリケータ（１）を包含し、該アプリケータは、
　第１の端部と第２の端部とを含むハンドル（２）と、
　前記毛髪トリートメント製品を受け入れ、保持し、広げるための第１の保持構造体（３
ａ）及び第２の保持構造体（３ｂ）であって、前記ハンドルに接続された第１の保持構造
体（３ａ）及び第２の保持構造体（３ｂ）とを備え、
　前記第１の保持構造体及び前記第２の保持構造体は、それぞれ前記第１の端部及び前記
第２の端部に位置し、前記保持構造体が互いに異なる。
【０００５】
　第２の実施形態においては、本発明は、キットオブパーツ、及び毛髪トリートメント製
品を包含する。第３の実施形態においては、本発明は、毛髪トリートメント製品及び本発
明のアプリケータで毛髪を処理する方法を包含する。



(4) JP 2008-541998 A 2008.11.27

10

20

30

40

50

【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　アプリケータ
　本発明のアプリケータ（１）は、２つの端部を有するハンドル（２）を含む。
【０００７】
　第１の端部には第１の保持構造体（３ａ）が提供され、第２の端部には第２の保持構造
体（３ｂ）が提供される。該保持構造体のそれぞれは、毛髪に適用される毛髪トリートメ
ント製品を受け入れ保持することができる。「保持」とは、構造体が、毛髪トリートメン
ト製品が該構造体から自由に滴るのを防ぎ、そのため製品が該構造体から滴る前にユーザ
ーが製品を毛髪に適用することができるようにすることを意味する。そのために、該保持
構造体のそれぞれは、スポンジ状材料、又は支持面上に配置された剛毛若しくは歯などの
様々な要素を含むことができ、ここで該支持面の平面は該歯若しくは該剛毛の方向に対し
て略垂直である。本発明の好ましいアプリケータでは、保持構造体は、支持面上で所定の
パターンに配置された複数の歯（６）を含む。実に、毛髪トリートメント製品の適用の一
貫したパターンには歯が最も適切であると考えられている。最も好ましくは、両方の保持
構造体が、そのような支持面上でいくつかの平行線に沿って配置された歯を含む。歯が支
持面なしに単一の線に沿って配置されている櫛様の構造体は、本発明に好適であるとは考
えられていない。ハンドルの２つの端部に位置する保持構造体が互いに異なり、それ故に
毛髪トリートメント製品の適用パターンに柔軟性を可能にすることが、重要である。２つ
の保持構造体が、異なる製品適用パターンを毛髪に提供するならば、保持構造体はどのよ
うな態様で異なっていてもよい。例えば、１つの構造体がスポンジを含み、もう１つの構
造体が歯を含んでよい。しかしながら、好ましい実施においては、両方の構造体が歯を含
むが、歯は２つの保持構造体において異なって配置される。
【０００８】
　本発明の最も好ましい実施形態では、保持構造体の１つ（３ａ）は、２つのヘッド（４
ａ、４ｂ）を含み、該ヘッドのそれぞれは、複数の歯（６）を含み、もう１つの保持構造
体（３ｂ）は、１つのヘッド（４ｃ）のみを含み、該ヘッドは複数の歯（６）を含む。図
３に示される実施では、２つの構造体における歯の配置及びサイズは異なり、構造体自体
のサイズも異なる。図３の実施における構造体（３ｂ）は、毛髪トリートメント製品のは
るかにより的確な適用を可能にし、毛髪のより小さい部分又は頭の後部の毛髪への適用に
好適である。
【０００９】
　好ましい実施形態では、ハンドルの長手軸（Ａ２）に略平行な歯の間に少なくとも１つ
のバッフル（７）が供給される。バッフルの高さは、好ましくは歯の長さの約半分以下で
ある。バッフルは、構造体に適用された後、且つ毛髪に適用される前に、製品を保持する
のを助ける。最も好ましい実施形態では、ハンドルの長手軸に平行に整列された全歯の間
にバッフルが供給される。
【００１０】
　好ましい実施形態では、歯は、歯の長手軸（Ａ１）に平行である、面（Ｐ）の横断面に
おいてヘッドの中央の面（Ｐ’）に向かってくぼんでいる表面（８）を有する。実に、我
々は、このようなくぼんだ構造体が、毛髪のストランドに沿って製品を引き出すのを助け
、残留製品が保持構造体に残るのを防ぐことを発見した。
【００１１】
　好ましい実施形態では、保持構造体（３ａ、３ｂ）は、略反対でありハンドルの長手軸
（Ａ２）に対して垂直である方向（Ｄ１、Ｄ２）を向いている。実に、我々は、アプリケ
ータが最も便利に使用されるのが、この構成においてであることを発見し、保持構造体の
１つのみが、任意の時点で製品を毛髪に適用する。
【００１２】
　本明細書に記載される好ましい特徴（バッフル、くぼんでいる歯、反対方向を向いてい
る保持構造体）のいずれもが、独立して、例えば本発明によるものではないアプリケータ
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る本出願からの優先権を請求する他の特許出願にあるこのようなアプリケータの特許権保
護を求める権利留保のために、本明細書に、又は本特許出願からの分割特許（divisional
s）に明確に開示されている。
【００１３】
　キットオブパーツ
　第２の実施形態では、本発明は、本明細書に記載されるアプリケータを含むキットオブ
パーツ、及び毛髪トリートメント製品を包含する。毛髪トリートメント製品は、好ましく
は毛髪のストランド／部分をハイライト／染色／着色するための製品である。キットオブ
パーツは、好ましくは、以下の部分に説明される方法を行うための使用説明書を更に含む
。
【００１４】
　方法
　第３の実施形態では、本発明は、毛髪トリートメント製品及び本明細書に記載されるア
プリケータで毛髪を処理する方法を包含する。本方法は、アプリケータをハンドルで保持
して、毛髪トリートメント製品を保持構造体の少なくとも１つに適用する工程と、その後
、前記保持構造体を毛髪の選択された１つ又は複数のストランドに適用する工程とを含む
。これら２つの工程は、処理されるべき全ての毛髪が処理されるまで繰り返される。毛髪
の１つのストランドが処理された後に保持構造体がなおいくらかの製品を含む場合は、保
持構造体にいくらかの更なる製品を適用する前に毛髪の別のストランドを処理することが
できる。
【００１５】
　本発明の方法は、アプリケータをハンドルで保持して、前記製品をアプリケータの他方
の保持構造体に適用する工程と、その後、前記他方の保持構造体を毛髪の別の選択された
ストランド、好ましくは最初の工程で処理されていないストランドに適用する工程とを更
なる後続の工程として更に含んでもよい。
【００１６】
　本発明の好ましい実施形態では、本方法は、毛髪のストランドをハイライトするための
方法である。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】アプリケータの底面図である。
【図２】アプリケータの側面図である。
【図３】アプリケータの平面図である。
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【図３】
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【国際調査報告】
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